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英語コミュニケーション・ライティングⅠ 田中　江扶

English Communication Writing Ⅰ 　

2 前期 金曜･４時限

教育Ｎ３０１講義室 演習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や AIをどう活用するかを考える
倫理観

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 映画やアニメ、小説などの翻訳を通して、柔軟な英語のアウト
プットができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本演習では、具体的な構文を中心に日英語の比較を行う。また、英作文の演習を行う。

(5)授業計画 以下の内容に加えて、毎回、英語ライティングの演習を行う。
第１回：ガイダンス、比較言語学について
第２回：テンス
第３回：アスペクト（進行相） 
第４回：アスペクト（完了相）
第５回：ボイス（受動態） 
第６回：ボイス（使役） 
第７回：ボイス（中間態）
第８回：モダリティー（法助動詞）
第９回：モダリティー（準助動詞）
第10回：副詞と形容詞
第11回：冠詞と助詞
第12回：単数と複数
第13回：前置詞と後置詞
第14回：英語特有の構文
第15回：日本語特有の構文
定期試験・アンケート

(6)成績評価の方
法

以下を総合して判定する。
・最終試験（70%）、課題（30%）※評価割合は若干の調整を行うことがある。
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。　

(7)成績評価の基
準

授業で扱った例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある」，応用問題が解ければ「やや上にある」
，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題から難しい応用問題が解ければ「卓越して
いる」

(8)事前事後学習
の内容

毎回、英作文の課題を出し、添削を行うので、訂正されたところについて復習して授業に臨むこと。

(9)履修上の注意 課題として英作および和訳問題を出す。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

基本的に平日の９時から１８時に研究室(N230)にいます。
メールアドレス： kout@shinshu-u.ac.jp

【教科書】 [未定]（適宜、プリントも配布）

【参考文献】 畠山雄二 編『ことばの仕組みから学ぶ 和文英訳のコツ』


